
赤阪正純 (htt●グnupri web fc2 com) 四面体の体積 (1)

四面体の体積の求め方 と,マt
た フだよo

四面体の体積を求めるには様々な方法がありますが,今回は空間ベク トルを利用 して求めてみよう 空間

ベクトルの様々な知識を総動員するのでとても良い勉強にな ります

 ごフ
な _1ヽ

四面体の体積は,(底面積)× (高 さ)× :で 求め

られるので,底面積 と高さを計算することにな りま

す 言うまでもなく「高さJと は,頂点から底面に

下ろした垂線の長さのことです

空間における垂線を扱 う場合,次の事項が重要です  これます代′7な t i3場 ι7攀すクサぅか、1- ‐ `

AH=sAB十
`AC←

⇒ OH=αOA+βOB

なので,OHで統一してもかまいませんが,煩雑になる

珍注 上の「   Jか つ「   Jの 部分 前半部分が"AH="で後半部分がOHの関係式になっている

ことに注意しよう よく間違えるところです 意味をしっかり考えよう どうしても混同してしまう人は,

例 題 1

∠AOB=∠ BOC=∠ COA じ■'7●
ゐ倅 t

r」「3のかな 7

である四面体 OABCの体積を求めよ
うヽ ん

考え方 まずは底面を決めましよう 「四面体 OABC」 なので反射的に△ABCを 底面にしたくなります

が,条件をよく見ると,△OACが正三角形であることに気づくはず 底面は面積が計算しやすいところに

したいから,△OACを底面だするべきです ″ tlじ ドヽ～
となれば,点 Bか ら平面 OACに下ろした垂線の足を点 Hと したときの BHの長さが高さになります

①

OA=α ,

最初に内積

α。み =

b・ ι =
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OB=ι ,OC=ο とする

の値を計算しておく

cos 60° =4× 3×

cos 60° =3× 4×

cos 60° =4× 4×
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点 ○から平面 ABCに 下ろした垂線の足がH
←⇒  「点 Hが平面 ABC上にある」かつ「OH⊥ AB,OH⊥ AC」

⇔    「AH=sAB+`ACと 表せる」かつ「OH・ AB=0,OH・ AC=OJ

ヽ



赤阪正純 (httL“nupri.web fc2.com) 四面体の体積 (2)

△OACを 底面に考える

点 Bか ら平面 OACに 下ろした垂線の足を点 H
とすると,

OH=sα 十′0

と表すことができ,BH⊥ 平面 OACよ り

BH tt OA,  BH⊥ OC

tto濯トトγのデス鷲
である

BH=OD一 〇B=sα 一 ι+`ο

BH tt OAよ り, BH・ OA=0

(sα 一 ι+た )・ α =0
s72_了 .7+`τ 。7=o
16s-6+8`=0… ①

BH上 OCよ り, BH・ OC=0
(sα ― ι+`ο )・ ο=0
sア .7_了 .7+′ 72=0
8s-6+16′ =0… ②

①,② より,s=′ =:
ょって,轟 =τ α―了十:7.
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よって,BH=編
△OACは 1辺の長さが 4の正三角形なので,そ

の面積は

△OAC=:× 4× 4× sin 60° =4V電

である

したがつて,四面体 OABCの体積は

4√×編×:=4√
■

珍注 今回,△OACが たまたま正三角形だった

ので簡単に面積が求まりましたが,一般的には,ベ

ク トルの面積公式

eЙ″

を利用して求めます
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のとき四面体 ABCDの体積を求

考え方 今度は″υz空間内で 4点が座標で与えられている四面体の体積を求めてみよう 基本的な流れ

は, 例 題 1 と全 く同じですが,ベ クトルの計算が全て成分計算になります

まずは底面を決めますが,今回の場合,図形的な特徴はなさそうなのでどこを底面に考えても良さそうで

す 今回は△ABCを 底面としましょう となれば,点 Dか ら平面 ABCに下ろした垂線の足を点 Hと し

たときのDHの長さが高さになります これも成分計算になります

例 題 1 と同じく,底面の 1点 (今回の場合はA)を始点にベクトルを設定します 言うまでもないで

すが,点 Aを始点にベクトルを考えるということは,点 Aが原点に来るように四面体を平行移動したこと

と同じです
 θ
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①  点 Aを始点にベクトルを設定する
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